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当院デイケアで肺炎予防体操を行っています

高齢になると肺炎で入院される方が多くなります。当院でも入院患者さんの中に肺炎

の方が多く見られています。肺炎になりやすい方の特徴は、加齢や嚥下機能の低下・

様々な基礎疾患を有する方、特に呼吸器疾患を有する方です。加えて令和４年に公布さ

れた厚生労働省の人口動態統計月報年計の概状によると、肺炎による死亡率はコロナ下

もあり、やや増加傾向で現在は全体の5位となっています。

当院デイケアでも高齢でかつ様々な基礎疾患を有する方に、

多くご利用して頂いています。肺炎になり入院される方も少な

くありません。そのため、デイケアでも肺炎予防の取り組みが

必要となります。先行研究では肺炎予防に対する運動は多く研

究されています。筋力運動や有酸素運動、呼吸運動などが代表

的な内容となっています。しかし、予防を目的とした体操を行

う事による効果があるのかという研究は見当たりません。

そこで当院ではオリジナルの肺炎予防体操を作成し、数か月

間実施した結果、呼吸機能や筋力が向上したのか、また肺炎予

防につながったのかを研究し確認しようということになりまし

た。利用されている方に説明と同意を頂いたうえで、ご協力を

お願いし研究を実施しております。具体的には、呼吸機能（写

真1）や筋力（写真2）、筋肉量などを測定します。その後、作

成した肺炎体操を行ったあと、呼吸機能などを再測定し経過を

確認します。体操をした結果、各機能の向上が見られているか

を確認し、体操の有用性について分析をする予定です。

今回の研究の結果に関しては、今後お伝えしていきます。体操に関しては当院デイ

ケアで行っている、集団体操のプログラム内に取り入れていきたいと考えています。

今後も実際にデータをとりながら体操を行い、皆様の肺炎の予防に努めていきます。

肺炎予防体操の研究、または呼吸状態の測定などにご興味のある方はデイケアスタッ

フにご相談ください。
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写真1：呼吸機能測定の様子

写真2：筋力測定の様子
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入院だけでなく外来リハにも対応しております。
主治医にご相談ください。
施設基準
心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ
脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅰ
廃用症候群リハビリテーション料Ⅰ
運動器リハビリテーション料Ⅰ
呼吸器リハビリテーション料Ⅰ
がん患者リハビリテーション料
摂食機能療法

1～2時間の短時間通所リハ、6～7時間の長時間
通所リハを行っております。
相談員業務をリハ職が行うことにより、利用者様
に合わせた最適なプランを提案させて頂きます。

病院で急性期リハを学んだ職員が対応することで、
心臓・呼吸に問題のある利用者様も安心してご利
用頂けます。

■医療法人 関越中央病院

■ 通所リハビリテーション関越中央

■ 訪問リハビリテーション関越中央

「運動により痛みが軽減する？？」

心臓リハ部門主任
松下知史

病院リハ部門主任
丸山あすみ 田口裕一

介護リハ部門主任
狩野和子 津久井亮

○：受け入れ可能 △：要相談 × 受入困難

空き状況 月 火 水 木 金

短時間型通所リハ １クール
9：00～10：15 ◯ ◯ ◯ △ △

短時間型通所リハ ２クール
10：30～11：45 △ △ ◯ △ △

長時間型通所リハ
9：00～15：15 ◯ ◯ △ ◯ ◯

訪問リハビリ
13：00～17：00 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

痛みの軽減に対して有効な処方は様々あります。しかし慢性的な痛みに対しては多くはないのが現状

です。その中でも運動による痛みの抑制効果というものがあります。それが運動誘発性痛覚低下です。

ある研究でエアロビクス運動と等尺性収縮運動（関節の角度を変えない筋力運動）を行い、痛みの軽減

が図れたかを調べる研究がありました。結果はエアロビクス運動では低強度から中等度強度の運動によ

り痛みの軽減が図ることができ、低強度ほどその抑制効果は持続したとされています。また、等尺性運

動は持続性を含め中等度から高強度運動によって著明な効果が出たとされています。

痛みの出現がある方は、痛みのマネジメントとして運動は有効であるため、無理のない範囲で運動を

積極的に行っていきましょう。
慢性の運動器疼痛に対する運動による疼痛抑制効果に関する研究 松原貴子 文責：落合優太
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